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日本植物病理学会殺菌剤耐性菌研究会 

 

耐性菌対策のためのCAA系薬剤使用ガイドライン 

 

一般的な耐性菌対策 

１．薬剤防除だけに頼るのではなく、圃場や施設内を発病しにくい環境条件にする。 

 １）可能ならば病害抵抗性品種や耐病性品種を栽培する。 

２）病原菌の伝染源となる作物残渣や落葉などは速やかに処分する。 

３）作物が過繁茂にならないよう誘引や整枝・剪定を適切に行う。 

４）施設内の温度や湿度管理に気を配る。 

５）土壌や水管理にも気を配り、健苗や健全樹の育成・栽培に心がける。 

６）発病した葉や果実などは、支障がない限り見つけ次第除去する。 

７）関係機関等から薬剤に代わる最新の防除技術について情報を集め、その積極的な導入に努める。 

２．薬剤防除にあたっては、以下の点に留意する。 

 １）使用する薬剤がどの系統に属するのかを調べ、耐性菌が発生しやすい薬剤かどうかを確かめる。 

 ２）同じ系統の薬剤では交差耐性になることが多い。 

 ３）耐性菌が発生しやすい薬剤はガイドラインが示す回数の範囲内で使用し、使用後は効果の程度

をよく観察する。 

 ４）同じ系統の薬剤は連用しない。また、他の系統の薬剤と輪番（ローテーションまたは交互）使

用したり現地混用（または混合剤を使用）したりしても、耐性菌の発達は起こることが多いので、

過信しない。 

 ５）防除基準や防除暦等で決められた薬剤の希釈倍数や薬量を守り、作物にムラなく散布する。ス

ピードスプレーヤで果樹に散布する場合は、毎列散布とし隔列散布はしない。 

 ６）新しく開発された薬剤の場合、特に栽培後期の発病の多い時期に特効薬として散布しがちであ

るが、これでは耐性菌がより発達しやすくなって防除に失敗する恐れがある。薬剤の予防散布を

徹底する。 

 ７）薬剤の効果が疑われる場合は直ちに関係機関に連絡し、耐性菌の検定を依頼するとともに防除

指導を受ける。検定で耐性菌の分布が確認された場合は、直ちにその薬剤の使用を中止して効果

が確認されるまで使用しない。 

 

薬剤使用回数に関するガイドライン（耐性菌未発生圃場の場合） 

ブドウ：CAA 系薬剤の単剤は 1年 1回まで。効果が期待できる他系統薬剤との混用もしくは混合剤の

場合は1年2回まで。 

ウリ科：CAA 系薬剤の単剤は 1作 1回まで。効果が期待できる他系統薬剤との混用もしくは混合剤の

場合は1作2回まで。 

タマネギ（＊2018 年追加）：CAA 系薬剤を単剤で使用する場合は 1 作 1 回まで。効果が期待できる他

系統薬剤との混用もしくは混合剤で使用する場合は1作2回まで、単剤と他系統薬剤との混用もし

くは混合剤を組み合わせて使用する場合は単剤1回＋混用・混合剤1回まで。 
 

なお、CAA 系薬剤普及拡大後の耐性菌発達状況を勘案し、必要に応じて耐性菌発達リスクの再評価

を行い、ガイドラインの見直しを行うこととする。 
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